
JP 2020-515291 A5 2021.5.6

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公表番号】特表2020-515291(P2020-515291A)
【公表日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2020-021
【出願番号】特願2020-502546(P2020-502546)
【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｑ   1/6813   (2018.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ａ０１Ｈ    6/60     　　　　
   Ａ０１Ｈ    6/34     　　　　
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   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　
   Ａ０１Ｎ   63/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月26日(2021.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　殺虫性タンパク質またはその殺虫性断片をコードするポリヌクレオチドセグメントに機
能的に連結される異種プロモーターを含む組換え核酸分子であって、
　ａ．前記殺虫性タンパク質が、配列番号：１１９、配列番号：１２５、または配列番号
：１２７のアミノ酸配列を含む、または
　ｂ．前記殺虫性タンパク質が、配列番号：１１９、配列番号：１２５、もしくは配列番
号：１２７と少なくとも９５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、
組換え核酸分子。
【請求項２】
　ａ．前記組換え核酸分子が、植物中で前記殺虫性タンパク質を発現するように機能する
配列を含む、または
　ｂ．前記組換え核酸分子が、殺虫有効量の前記殺虫性タンパク質を産生するために植物
細胞中で発現される、または
　ｃ．前記組換え核酸分子が、ベクターと機能的に連結され、前記ベクターがプラスミド
、ファージミド、バクミド、コスミド、及び細菌もしくは酵母の人工染色体からなる群か
ら選択される、請求項１に記載の組換え核酸分子。
【請求項３】
　宿主細胞内に含まれる、前記宿主細胞が、細菌細胞及び植物細胞からなる群から選択さ
れる、請求項１に記載の組換え核酸分子。
【請求項４】
　前記細菌宿主細胞が、Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ、Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ、Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ、Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ、Ｐａｎｔｏｅａ、及びＥｒｗｉｎｉａからなる群から選択さ
れる細菌の属に由来する、請求項３に記載の組換え核酸分子。
【請求項５】
　前記Ｂａｃｉｌｌｕｓ種が、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓまたはＢａｃｉｌｌｕｓ
　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓであり、前記Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓが、Ｂｒｅｖｉ
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ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｅｒｕｓであり、または前記Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉ
ａが、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉである、請求項４に記載の組換え核酸分子。
【請求項６】
　前記植物細胞が、双子葉植物または単子葉植物の植物細胞である、請求項３に記載の組
換え核酸分子。
【請求項７】
　前記植物宿主細胞が、アルファルファ、バナナ、オオムギ、マメ、ブロッコリー、キャ
ベツ、Ｂｒａｓｓｉｃａ、ニンジン、キャッサバ、トウゴマ、カリフラワー、セロリ、ヒ
ヨコマメ、ハクサイ、ｃｉｔｒｕｓ、ココナッツ、コーヒー、トウモロコシ、クローバー
、綿、ウリ科、キュウリ、ベイマツ、ナス、ユーカリ、亜麻、ニンニク、ブドウ、ホップ
、リーキ、レタス、テーダマツ、キビ、メロン、ナッツ、エンバク、オリーブ、タマネギ
、観賞植物、ヤシ、牧草、エンドウ、ピーナッツ、コショウ、キマメ、パイン、ジャガイ
モ、ポプラ、カボチャ、ラジアータパイン、ダイコン、ナタネ、コメ、根茎、ライムギ、
ベニバナ、低木、ｓｏｒｇｈｕｍ、サザンパイン、ダイズ、ホウレンソウ、カボチャ、イ
チゴ、テンサイ、サトウキビ、ヒマワリ、スイートコーン、モミジバフウ、サツマイモ、
スイッチグラス、茶、タバコ、トマト、ライコムギ、芝草、スイカ、及びコムギの植物細
胞からなる群から選択される、請求項６に記載の組換え核酸分子。
【請求項８】
　前記殺虫性タンパク質が、鞘翅目昆虫に対して活性を呈する、請求項１に記載の組換え
核酸分子。
【請求項９】
　前記昆虫が、ウエスタンコーンルートワーム、サザンコーンルートワーム、ノーザンコ
ーンルートワーム、メキシカンコーンルートワーム、ブラジリアンコーンルートワーム、
コロラドハムシ、Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ及びＤｉａｂｒｏｔｉｃａ　
ｓｐｅｃｉｏｓａからなるブラジリアンコーンルートワーム複合種、アブラナ科植物ノミ
ハムシ、キスジノミハムシ、またはウエスタンブラックノミハムシである、請求項８に記
載の組換え核酸分子。
【請求項１０】
　前記殺虫性タンパク質が、Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ目の昆虫種に対して活性を呈する、
請求項１に記載の組換え核酸分子。
【請求項１１】
　前記昆虫が、ブラックカットワーム、コーンイヤーワーム、コナガ、ヨーロピアンコー
ンボーラー、フォールアーミーワーム、サザンアーミーワーム、ダイズシャクトリムシ、
サウスウエスタンコーンボーラー、タバコバッドワーム、ベルベットビーンキャタピラー
、シュガーケーンボーラー、レッサーコーンストークボーラー、ブラックアーミーワーム
、ビートアーミーワーム、オールドワールドボールワーム、オリエンタルリーフワーム、
またはピンクボールワームである、請求項１０に記載の組換え核酸分子。
【請求項１２】
　請求項１に記載の前記組換え核酸分子を含む、植物またはその部位。
【請求項１３】
　前記植物が、単子葉植物または双子葉植物である、請求項１２に記載の植物またはその
部位。
【請求項１４】
　前記植物が、アルファルファ、バナナ、オオムギ、マメ、ブロッコリー、キャベツ、Ｂ
ｒａｓｓｉｃａ、ニンジン、キャッサバ、トウゴマ、カリフラワー、セロリ、ヒヨコマメ
、ハクサイ、ｃｉｔｒｕｓ、ココナッツ、コーヒー、トウモロコシ、クローバー、綿、ウ
リ科、キュウリ、ベイマツ、ナス、ユーカリ、亜麻、ニンニク、ブドウ、ホップ、リーキ
、レタス、テーダマツ、キビ、メロン、ナッツ、エンバク、オリーブ、タマネギ、観賞植
物、ヤシ、牧草、エンドウ、ピーナッツ、コショウ、キマメ、パイン、ジャガイモ、ポプ
ラ、カボチャ、ラジアータパイン、ダイコン、ナタネ、コメ、根茎、ライムギ、ベニバナ
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、低木、ｓｏｒｇｈｕｍ、サザンパイン、ダイズ、ホウレンソウ、カボチャ、イチゴ、テ
ンサイ、サトウキビ、ヒマワリ、スイートコーン、モミジバフウ、サツマイモ、スイッチ
グラス、茶、タバコ、トマト、ライコムギ、芝草、スイカ、及びコムギからなる群から選
択される、請求項１２に記載の植物またはその部位。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の前記植物の種子であって、前記種子が前記組換え核酸分子を含む、
前記種子。
【請求項１６】
　請求項１に記載の前記組換え核酸分子を含む、昆虫阻害組成物。
【請求項１７】
　前記殺虫性タンパク質とは異なる少なくとも１つの他の殺虫剤をコードするヌクレオチ
ド配列をさらに含む、請求項１６に記載の昆虫阻害組成物。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの他の殺虫剤が、昆虫阻害タンパク質、昆虫阻害ｄｓＲＮＡ分子、
及び補助タンパク質からなる群から選択される、請求項１７に記載の昆虫阻害組成物。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの他の殺虫剤が、Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ目、Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒ
ａ目、またはＨｅｍｉｐｔｅｒａ目のうち１つ以上の害虫種に対して活性を呈する、請求
項１７に記載の昆虫阻害組成物。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの他の殺虫性タンパク質が、Ｃｒｙ１Ａ、Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１
Ａｃ、Ｃｒｙ１Ａ．１０５、Ｃｒｙ１Ａｅ、Ｃｒｙ１Ｂ、Ｃｒｙ１Ｃ、Ｃｒｙ１Ｃバリア
ント、Ｃｒｙ１Ｄ、Ｃｒｙ１Ｅ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ａ／Ｆキメラ、Ｃｒｙ１Ｇ、Ｃｒ
ｙ１Ｈ、Ｃｒｙ１Ｉ、Ｃｒｙ１Ｊ、Ｃｒｙ１Ｋ、Ｃｒｙ１Ｌ、Ｃｒｙ２Ａ、Ｃｒｙ２Ａｂ
、Ｃｒｙ２Ａｅ、Ｃｒｙ３、Ｃｒｙ３Ａバリアント、Ｃｒｙ３Ｂ、Ｃｒｙ４Ｂ、Ｃｒｙ６
、Ｃｒｙ７、Ｃｒｙ８、Ｃｒｙ９、Ｃｒｙ１５、Ｃｒｙ３４、Ｃｒｙ３５、Ｃｒｙ４３Ａ
、Ｃｒｙ４３Ｂ、Ｃｒｙ５１Ａａ１、ＥＴ２９、ＥＴ３３、ＥＴ３４、ＥＴ３５、ＥＴ６
６、ＥＴ７０、ＴＩＣ４００、ＴＩＣ４０７、ＴＩＣ４１７、ＴＩＣ４３１、ＴＩＣ８０
０、ＴＩＣ８０７、ＴＩＣ８３４、ＴＩＣ８５３、ＴＩＣ９００、ＴＩＣ９０１、ＴＩＣ
１２０１、ＴＩＣ１４１５、ＴＩＣ２１６０、ＴＩＣ３１３１、ＴＩＣ８３６、ＴＩＣ８
６０、ＴＩＣ８６７、ＴＩＣ８６９、ＴＩＣ１１００、ＶＩＰ３Ａ、ＶＩＰ３Ｂ、ＶＩＰ
３Ａｂ、ＡＸＭＩ－ＡＸＭＩ－、ＡＸＭＩ－８８、ＡＸＭＩ－９７、ＡＸＭＩ－１０２、
ＡＸＭＩ－１１２、ＡＸＭＩ－１１７、ＡＸＭＩ－１００、ＡＸＭＩ－１１５、ＡＸＭＩ
－１１３、及びＡＸＭＩ－００５、ＡＸＭＩ１３４、ＡＸＭＩ－１５０、ＡＸＭＩ－１７
１、ＡＸＭＩ－１８４、ＡＸＭＩ－１９６、ＡＸＭＩ－２０４、ＡＸＭＩ－２０７、ＡＸ
ＭＩ－２０９、ＡＸＭＩ－２０５、ＡＸＭＩ－２１８、ＡＸＭＩ－２２０、ＡＸＭＩ－２
２１ｚ、ＡＸＭＩ－２２２ｚ、ＡＸＭＩ－２２３ｚ、ＡＸＭＩ－２２４ｚ及びＡＸＭＩ－
２２５ｚ、ＡＸＭＩ－２３８、ＡＸＭＩ－２７０、ＡＸＭＩ－２７９、ＡＸＭＩ－３４５
、ＡＸＭＩ－３３５、ＡＸＭＩ－Ｒ１及びそのバリアント、ＩＰ３及びそのバリアント、
ＤＩＧ－３、ＤＩＧ－５、ＤＩＧ－１０、ＤＩＧ－６５７、ＤＩＧ－１１、Ｃｒｙ７１Ａ
ａ１、Ｃｒｙ７２Ａａ１、ＰＨＩ－４バリアント、ＰＩＰ－７２バリアント、ＰＩＰ－４
５バリアント、ＰＩＰ－６４バリアント、ＰＩＰ－７４バリアント、ＰＩＰ－７５バリア
ント、ＰＩＰ－７７バリアント、Ａｘｍｉ４２２、Ｄｉｇ－３０５、Ａｘｍｉ４４０、Ｐ
ＩＰ－４７バリアント、Ａｘｍｉ２８１、ＢＴ－００９、ＢＴ－００１２、ＢＴ－００１
３、ＢＴ－００２３、ＢＴ００６７、ＢＴ－００４４、ＢＴ－００５１、ＢＴ－００６８
、ＢＴ－０１２８、ＤＩＧ－１７、ＤＩＧ－９０、ＤＩＧ－７９、Ｃｒｙ１ＪＰ５７８Ｖ
、Ｃｒｙ１ＪＰＳ１、ならびにＣｒｙ１ＪＰＳ１Ｐ５７８Ｖからなる群から選択される、
請求項１９に記載の昆虫阻害組成物。
【請求項２１】
　前記組換え核酸分子を発現する植物細胞を含む、請求項１６に記載の昆虫阻害組成物。
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【請求項２２】
　請求項１２に記載の前記植物またはその部位から作製される商品生産物であって、前記
商品生産物が、検出可能な量の前記組換え核酸分子またはそれによってコードされる殺虫
性タンパク質を含む、前記商品生産物。
【請求項２３】
　穀物取扱業者によって袋詰めされる商品トウモロコシ、コーンフレーク、コーンケーキ
、トウモロコシ粉、コーンミール、コーンシロップ、コーン油、コーンサイレージ、コー
ンスターチ、コーンシリアル、綿実全体または加工綿実、綿実油、リント布、飼料または
食料、繊維、紙、バイオマス用に加工される種子及び植物部位、ならびに燃料製品、例え
ば、綿実油に由来する燃料または綿繰り機廃棄物に由来するペレットなど、ダイズ種子全
体または加工ダイズ種子、ダイズ油、ダイズタンパク質、ダイズミール、ダイズ粉、ダイ
ズフレーク、ダイズ糠、豆乳、ダイズチーズ、ダイズワイン、ダイズを含む動物飼料、ダ
イズを含む紙、ダイズを含むクリーム、ダイズバイオマス、ならびにダイズ植物及びダイ
ズ植物部位を使用して作製される燃料製品からなる群から選択される、請求項２２に記載
の商品生産物。
【請求項２４】
　種子の作製方法であって、
　ａ．請求項１９に記載の少なくとも第１種子を播種することと、
　ｂ．前記種子に由来する植物を成長させることと、
　ｃ．前記植物から種子を収穫することとを含み、前記収穫された種子が前記組換え核酸
分子を含む、前記方法。
【請求項２５】
　昆虫の侵入に抵抗性がある植物であって、前記植物の細胞が請求項１に記載の前記組換
え核酸分子を含む、前記植物。
【請求項２６】
　鞘翅目または鱗翅目種の害虫または害虫侵入の防除方法であって、
　ａ．配列番号：１１９、配列番号：１２５、または配列番号：１２７に記載されるよう
な、殺昆虫有効量の殺虫性タンパク質と前記害虫を接触させること、または
　ｂ．配列番号：１１９、配列番号：１２５、もしくは配列番号：１２７と少なくとも９
５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、殺昆虫有効量の１つ以上の殺虫性タンパク質
と前記害虫を接触させることを含む、前記方法。
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